
 

               

 

１２月１日は、「世界エイズデー」です。 

～知ってる！？ＨＩＶとエイズの違い～ 

「世界エイズデー」は、1988年 WHO（世界保健機関）が 12月 1日を「World  AIDS  Day」

と定め、エイズに関する啓発活動の実施を提唱し、1996年 UNAIDS（国連合同エイズ計画）

がこの活動を継承しました。 

日本でも、12月 1日を中心にエイズに関する正しい知識等についての啓発活動を推進し、

エイズ蔓延防止及び差別・偏見の解消を図っています。 

 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、例年通りのイベントは実施できません

が、１人でも多くの方にＨＩＶ／エイズを自分のこととして考えていただけるよう、次の

内容を実施します。 

 

今年度は、新型コロナウイルスの影響で、例年のようなイベントや即日検査の実施は難

しい状況です。しかし、ＨＩＶやエイズに対する普及啓発は大事なことと考え、次のよ

うな取り組みを行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できるだけ多くの方々にＨＩＶ及びエイズについて正しく知っていただく機会にし

たく、普及啓発にご協力のほど、よろしくお願いします。 

担 当 課 保 健 対 策 課  

担 当 者 豊田 

電    話 （073）488－5118 

内  線  

＜ エイズミニ講座 ＞ 

１ 日時   令和２年１１月３０日（月）～１２月５日（土） 

毎日９時及び１５時に投稿 

２ 実施内容 和歌山市保健対策課の公式ツイッターでエイズミニ講座を実施し

ます。 

 

＊「エイズミニ講座」は、令和元年８月１４日から保健対策課の公式ツイッターで開

始し、ＨＩＶ、検査、治療、お勧めのホームページの紹介、関連するＮＧＯ等の紹

介等を続けています。今回世界エイズデーに伴い、１日２回投稿する予定です。 

 
 

資 料 提 供 

 

令和２年１１月２５日 

＜ 市堀川水辺ライトアップ連携事業 ＞ 

１ 日時   令和２年１２月１日（火）から７日（月）１７時～２３時 

２ 実施内容 市堀川に架かる橋（京橋、中橋）等をレッドリボンにちなみ、赤く 

ライトアップします。 

 

 ＊レッドリボンは、エイズに対する理解と支援を示すシンボルです。 

 

 



 

≪参考資料≫ 

１ ＨＩＶ・エイズとは 

（１）ＨＩＶとは、エイズを引き起こすウイルスの名称。 

（２）エイズとは、ＨＩＶの感染によって免疫（抵抗）力が低下し様々な症状が出た

状況。 

（３）ＨＩＶに感染し、治療をしないと数年から１０年ぐらいでエイズの状態になる。 

（４）ＨＩＶ感染しても特定の症状はなく、自分が感染していることに気づかない。 

（５）きちんと受診し服薬することで、ＨＩＶに感染してもエイズになるのを４０年

先にできる。感染前の生活とほぼ同じ生活を過ごすことができる。 

（６）「Ｕ＝Ｕ」きちんと治療を受けて血液中のＨＩＶ量を検査で検出できないぐら

いに低く抑えた状態を６か月以上継続することで、性行為によってパートナーに

ＨＩＶを感染させることはないとするメッセージ。 

 
 

２ 和歌山市保健所の取組み  

＊今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、実施を見合わせている取り組みもあ

ります。 

（１）ＨＩＶ抗体検査（事前予約要）※結果は原則 1週間後になります。 

【実施曜日及び時間】火曜の１８時～２０時、木曜の９時～１１時 

（２）電話相談 

  【実施曜日及び時間】月～金曜（祭祝日は除く）の８時３０分～１７時１５分 

（３）出前講座：主に高校性を対象に二次性徴、妊娠、性感染症、責任ある性行動等

についての講演を行う。 

（４）健康相談：文化祭等にブースを出し、個別相談等を行う。 

（５）ＨＩＶ検査普及週間及び世界エイズデーに伴うＨＩＶ即日抗体検査の実施等。 

（６）研修会：令和元年度は、保護者や養護教諭を主な対象に実施。 




